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市で実施しているがん検診
費用対象者検査方法検診名

１,０００円３５歳以上の方バリウム・胃部レントゲン検査胃がん検診

胸部レントゲン、
喀痰いずれも５００円４０歳以上の方胸部レントゲン検査（問診の結

果、必要に応じて喀痰検査）肺がん検診

５００円４０歳以上の方便潜血検査（二日法）大腸がん検診

２,０００円４０歳以上の女性で
前年度未受診の方マンモグラフィ乳がん検診

１,０００円２０歳以上の女性で
前年度未受診の方

頸部細胞診（医師の判断によ
り、必要に応じて体部細胞診）子宮がん検診

※申込方法など詳細は、今後の市報でご確認いただくかお問い合わせください

受けていますか？がん検診　早期発見・早期治療が有効です！

乳がん自己検診法
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　毎月１回、自己検診の習慣をつ
けましょう。自己検診は、生理終
了後４～５日が適当です。閉経後
の人は、毎月、日を決めて行って
ください。マンモグラフィも必要
ですので、がん検診をお忘れな
く。
■鏡の前でチェック
　鏡に向かい、両腕を上げたり下
げたりして、以下のことを確認し
ます。

■触ってチェック
　３～４本の指をそろえ「の」の
字を書くように、乳房全体をゆっ
くり触ります。
　特に、乳房の上部外側に注意し
ましょう。わきの下もチェックし
ます。
※あおむけに寝た姿勢や、おふろ
に入ったとき、せっけんのついた
手で触るとしこりがわかりやすく
なります
 

　気になることがあったら、専門
医の診察を受けましょう。

□　左右の乳房の形に変化はない
か。

□　皮膚にへこみやひきつれはな
いか。

□　湿しんやただれはないか。

　日本人の死因の第１位はがんで、約３人に１人ががんで亡くなってい
ます。平成２７年度死因別死亡割合のデータによると、小金井市でも約
３０％ががんで亡くなっています。
　診断と治療の進歩により、一部のがんは早期発見、早期治療が可能と
なってきました。がん検診はがんの死亡率を減少させることができる確
実な方法です。無症状の人には進行がんが少ないため、早期にがんを発
見し、適切な治療をすることができれば、がんによる死亡のリスクを軽
減することができます。
　市では、国の指針に基づき、がん検診を実施しています（右下表）。
ぜひ、ご活用ください。
 健康課問

□　乳房にしこりや硬いこぶがな
いか。

□　わきの下にしこりや硬いこぶ
がないか。

□　乳首から分泌物がないか。

（ ）乳首を軽くつまんで、
血液などの異常な分泌
物がないかチェック
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【胃がん】　５０歳代後半～６０歳代の
男性に多く、最近は早期発見・早期
治療により治る可能性が高いと言わ
れています。
【大腸がん】　５０歳過ぎから増加し
始め、部位別死亡率は男性が第３
位、女性が第１位となっています。
【肺がん】　４０歳代後半から増加し、
最も死亡者が多く、他の臓器に転移
しやすいことが特徴です。たばこを

吸わないことで、肺がんの危険性を
減らすことができます。
【乳がん】　４５歳～５０歳代の比較的
若い世代に多いことが特徴で、近年
急増しています。月１回の自己触診
の習慣をつけましょう。
【子宮 頸 がん】　２０歳～３０歳代の若

けい

い女性に発症が急増しています。早
期に発見すれば治すことが可能なが
んです。

参照：とうきょう健康ステーション

科学的に検診が有効とされている５つのがん

　市が実施するがん検診は、胃がん検診、肺がん検診、乳がん検診について、
検診費用の自己負担を導入していますが、がん検診受診者間の公平性を実現
するため、４月から大腸がん検診と子宮がん検診についても自己負担を導入
することになりました。
　各がん検診の受診に当たっては、１,０００円～１０,０００円程度の検診費用の一部
（下表）を負担していただき、受診者の増加や利便性の向上に取り組み、市
民の皆さんの健康増進に努めます。

全てのがん検診に自己負担が導入
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６
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